
先
端
技
術
や
知
見
を

一
つ
に
集
約

　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
物
事
を

動
か
し
、
つ
な
い
で
い
く
〝
土
台
〞。

J
I
C
A
は
2
0
1
7
年
に
「
道
路

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
R
A
M
P
）」
を
設
立
。

道
路
や
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
うと

い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
社

会
の
資
産
（
ア
セ
ッ
ト
）
と
位
置
づ
け
、

老
朽
化
が
進
み
損
傷
や
損
壊
の
危
険
も

あ
る
途
上
国
の
道
路
や
橋
梁
の
長
寿
命

化
を
目
指
し
て
い
く
。

　
今
で
は
、
日
本
の
土
木
分
野
の
最
上

位
学
会
で
あ
る
土
木
学
会
、
そ
の
学
会

の
会
員
で
も
あ
る
国
内
16
大
学
、
土
木

に
関
わ
る
多
数
の
民
間
企
業
な
ど
と
連

携
し
、
道
路
や
橋
梁
の
維
持
管
理
に
関

す
る
日
本
の
先
端
技
術
や
、
大
学
や
産

業
界
の
経
験
と
知
見
を
R
A
M
P
と

い
う
土
台
に
集
約
。
適
切
な
点
検
、
補

修
や
補
強
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
維
持
管
理
を
リ
ー
ド
で
き
る
人
材
を

育
成
し
て
い
る
。

　
R
A
M
P
で
は
、
途
上
国
で
道
路

の
維
持
管
理
な
ど
に
関
わ
る
行
政
職
員

や
技
術
者
を
、日
本
の
大
学
院
に
修
士
・

博
士
課
程
の
留
学
生
（
長
期
研
修
生
）

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。
修
了
後
、

留
学
生
が
自
国
へ
戻
り
、
そ
の
国
の
道

路
行
政
や
維
持
管
理
に
関
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
担
う
中
核
人
材
と
し
て
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
。
20
年
3
月

末
時
点
で
、
6
か
国
か
ら
の
べ
10
人
の
留

学
生
を
7
大
学
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

り
ま
す
」
と
話
す
。

　
長
井
さ
ん
は
過
去
に
も
J
I
C
A

の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
。

近
年
は
特
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
関
わ
り

が
深
く
、
昨
年
度
ま
で
は
災
害
か
ら
国

を
守
る
た
め
の
産
官
学
の
連
携
体
制
を

構
築
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
建
設
省
や
ヤ
ン
ゴ
ン
工
科
大
学
と

と
も
に
取
り
組
ん
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
中
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
吊
り

橋
の
崩
落
事
故
が
あ
り
、
そ
の
原
因
調

査
や
同
じ
形
式
の
橋
の
安
全
確
認
も
担

当
し
た
。

「
道
路
や
橋
梁
は
、
場
所
ご
と
の
使
用

状
況
の
違
い
か
ら
同
じ
構
造
で
も
傷
み

方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
維
持
管
理
に
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
大
学
の
研
究
者
に
は
多
く
の

知
見
が
あ
る
う
え
に
、
学
会
の
つ
な
が

り
で
研
究
者
同
士
の
情
報
交
換
も
で
き

る
の
で
対
応
力
が
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
ま
す
」
と
大

学
連
携
の
意
義
を
語
る
。

　
ま
た
R
A
M
P
の
留
学
生
と
し
て

来
日
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
行
政
職
員

を
、
長
井
さ
ん
が
2
年
間
指
導
し
た
。

そ
の
職
員
は
修
士
号
を
取
得
し
、
今
年

3
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
公
共
事
業
省
へ

戻
り
、
橋
梁
の
維
持
管
理
の
職
務
に
就

い
て
い
る
。「
彼
が
い
る
こ
と
で
、
日

本
の
学
生
も
調
査
・
研
究
な
ど
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
へ
行
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

R
A
M
P
は
日
本
と
海
外
と
を
つ
な

ぐ
〝
種
ま
き
〞
を
し
て
い
る
と
も
言
え

ま
す
」。

大
学
の
メ
リ
ッ
ト
は

現
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

　
R
A
M
P
の
枠
組
み
の
も
と
で
途

上
国
へ
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
大
学
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
東
京
大
学
准
教
授
で
、
土
木
学
会
で

は
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技

術
を
海
外
に
広
め
る
「
国
際
展
開
小
委

員
会
」
の
委
員
長
を
務
め
る
長
井
宏
平

さ
ん
は
、「
途
上
国
に
お
け
る
J
I
C
A

へ
の
信
頼
は
と
て
も
厚
く
、
長
年
に
わ

た
っ
て
培
わ
れ
た
相
手
国
政
府
と
の
関

係
性
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
大
学
の
一

教
員
と
し
て
調
査
協
力
を
申
し
出
て
も

相
手
に
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

R
A
M
P
を
と
お
せ
ば
道
路
や
橋
梁

の
劣
化
や
損
傷
の
現
場
に
〝
最
短
〞
で

つ
な
い
で
く
れ
ま
す
。
現
場
で
、
新
た

な
研
究
テ
ー
マ
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ

左 ： 歩道部分が隆起しているザンビアの橋。このまま放置すれば、橋本体を傷めることになる。
右 ： 岐阜県の各務原大橋で留学生を対象に行われた特別プログラム研修。先端技術を使った点検のデモンストレーションが行われた。

上・左 ： 東京大学生産技術研究所准教授の長井さんらがミャンマーで
行った橋梁調査。日本の維持管理技術をミャンマーに伝える。

長井さん（右）が指導して今年３月に修士号を取得した
カンボジア人留学生のソビソスさん（左）。

長井さんらが行ったヤンゴン工科大学、ミャンマー建設省との合同調査で。

カンボジアで
学びを生かして！

みんなで連携し
研究力や知見を
橋の安全につなげる

大学連携
未来のリーダーをつくる

特集

首都:
ネーピードー

Myanmar

ミャンマー

道路や橋の老朽化は生命に関わる事故につながりかねない。
適切な維持管理をリードする人材の育成に、
大学や学会と連携したプラットフォームが存在感を増している。

知を結集して
道路や橋を守る

ともに前進を  Case1

案件名 道路アセットマネジメント
2017年10月〜
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参
画
し
、
同
大
学
工
学
部
内
に
橋
梁
維

持
管
理
セ
ン
タ
ー
を
2
大
学
共
同
で
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
担
当
す
る
岐
阜
大
学
准
教
授
の
木
下

幸
治
さ
ん
は
、「
岐
阜
大
学
に
は
社
会

基
盤
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養

成
講
座
（
M
E
養
成
講
座
）
や
橋
な

ど
の
実
物
大
模
型
が
並
ぶ
『
イ
ン
フ
ラ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

実
績
を
生
か
し
、
新
た
に
ア
フ
リ
カ
で

展
開
し
て
い
け
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

ま
す
。
学
生
に
は
、
こ
れ
か
ら
は
研
究

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
球
規
模
で
と
ら
え

る
時
代
だ
と
教
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

ま
た
、
同
大
学
で
は
留
学
生
の
受
け
入

れ
も
し
て
い
る
。

「
学
生
に
は
R
A
M
P
の
留
学
生
の

チ
ュ
ー
タ
ー
（
研
究
な
ど
の
助
言
役
）

に
も
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
昨
年
8
月
に
は
、
R
A
M
P
の
留

学
生
を
対
象
に
し
た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
岐
阜
県
内
で
行
わ
れ
た
。
同
県

各か
か
み
が
は
ら

務
原
市
に
あ
る
各
務
原
大
橋
で
の
、

点
検
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
非

破
壊
検
査
装
置
な
ど
日
本
の
民
間
企
業

の
最
先
端
技
術
を
使
っ
た
橋
梁
点
検
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　
木
下
さ
ん
は
「
国
内
で
は
初
め
て
に

近
い
、
点
検
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
点
検
で
、
ひ
び
割
れ
の
1

ザ
ン
ビ
ア
大
学
と
の

共
同
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　
岐
阜
大
学
も
R
A
M
P
に
深
く
関

わ
る
。
ザ
ン
ビ
ア
で
の
J
I
C
A
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
同
大
学
は
ザ
ン
ビ
ア
大

学
と
の
学
部
間
協
定
を
締
結
。
ザ
ン
ビ

ア
の
橋
梁
維
持
管
理
技
術
者
を
育
成
す

る
別
の
J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

年
間
の
経
過
を
参
加
者
に
も
見
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
最
先
端
の
技
術
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
り
、今
後
も
ず
っ

と
生
か
せ
ま
す
。
こ
れ
も
R
A
M
P
が

あ
っ
た
か
ら
実
現
で
き
た
こ
と
で
す
」

と
そ
の
意
義
を
語
っ
た
。

大
学
や
国
の
枠
組
み
を

超
え
た
連
携

　
長
崎
大
学
准
教
授
の
西
川
貴
文
さ
ん

は
、
多
く
の
途
上
国
に
架
か
る
ベ
イ

リ
ー
橋
と
呼
ば
れ
る
仮
設
橋
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
ベ
イ
リ
ー
橋

は
軍
事
用
に
開
発
さ
れ
た
橋
で
、
簡
易

に
架
け
ら
れ
る
が
、
恒
久
利
用
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
情
と
し

て
は
途
上
国
で
は
日
常
的
に
使
わ
れ
、

過
積
載
車
両
の
通
行
な
ど
に
よ
る
落
橋

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
　
　

　
西
川
さ
ん
と
R
A
M
P
の
ラ
オ
ス

人
留
学
生
は
、
土
木
学
会
の
研
究
助
成＊

を
受
け
て
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
と
連
携
し

て
ベ
イ
リ
ー
橋
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て

い
る
。
ラ
オ
ス
で
は
今
年
か
ら
新
た
に
橋

梁
維
持
管
理
強
化
の
J
I
C
A
技
術

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
り
、大
学
・

学
会
の
研
究
と
J
I
C
A
の
協
力
が

連
携
し
た
取
り
組
み
が
さ
ら
に
進
む
。

西
川
さ
ん
は
「
ベ
イ
リ
ー
橋
は
世
界
中

に
あ
り
、
ラ
オ
ス
で
の
研
究
成
果
は
各

国
で
役
に
立
つ
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　
R
A
M
P
で
得
た
つ
な
が
り
が
、

新
た
な
取
り
組
み
も
生
み
出
し
て
い
る

と
い
う
。「
連
携
面
で
は
、
長
崎
大
学

で
受
け
入
れ
て
い
る
R
A
M
P
の
エ

ジ
プ
ト
人
留
学
生
が
、
ラ
オ
ス
で
行
わ

れ
た
J
I
C
A
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
を
活
用
し
、
エ
ジ
プ
ト
の

道
路
維
持
管
理
能
力
の
強
化
・
向
上
に

向
け
た
研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
好

例
で
す
。
J
I
C
A
の
こ
れ
ま
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
な
ど
を
掘
り

起
こ
せ
ば
、
他
国
で
の
新
た
な
活
用
法

も
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

「
ま
た
、
大
学
は
研
究
開
発
機
関
で
あ

る
と
同
時
に
教
育
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

長
崎
に
は
県
と
長
崎
大
学
が
連
携
し
た

『
道み

ち

守も
り

』
と
い
う
道
路
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
の
技
術
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り

ま
す
。
レ
ベ
ル
別
に
提
供
さ
れ
る
講
座

に
は
一
般
の
市
民
に
対
し
て
開
か
れ
た

も
の
も
あ
り
、
市
民
が
地
域
の
道
路
イ

ン
フ
ラ
を
見
守
る
こ
と
で
、
市
民
自
身

が
そ
の
維
持
管
理
に
貢
献
で
き
る
の
が

特
徴
で
す
。
海
外
か
ら
の
関
心
も
と
て

も
高
く
、
道
守
を
モ
デ
ル
に
し
た
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
国
も
あ

り
ま
す
。
岐
阜
大
学
の
M
E
養
成
講

座
と
も
た
が
い
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び

合
っ
て
い
ま
す
。
研
究
開
発
で
は
競
争

で
切
磋
琢
磨
し
、
教
育
面
で
は
協
力
・

連
携
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
」

岐阜大学にあるインフラミュージアムを留学生たち
が視察。左端の女性は木下さんが指導するモンゴ
ル人留学生。

岐阜大学とザンビア大学は2019年３月に学部間協定
を締結。

上・左 ： 長崎大学総合生産
科学域（工学系）准教授の
西川さんらが、ラオスのベイ
リー橋の実態を調査するため
に行った実験や計測。

上・右 ： ザンビアの橋を視察
する岐阜大学工学部社会
基盤工学科防災コース准教
授の木下さんら。

ラオス国立大学、ラオス公共事業運輸省、ラオス人留学生、長崎大
学学生が共同で研究している。 木下さん（左）。ザンビア大学で橋梁を専門とする教員と。

左上・下2点 ： 昨年８月に岐阜県で行われた留学生対象の特別プログラム研修。ドローンや移動計測
車両、非破壊検査など、最先端技術による橋梁点検のデモンストレーションが行われた。

「道守」の技術者養成プログラムの仕組みをJICAの研修で講義す
る西川さん。

JICAによる研修の橋梁点検実習に参加した留学生ら。

＊ 土木学会インフラマネジメント技術国際展開研究助成。

ザンビア大学工学部内に立ち上げる
橋梁維持管理センターのための改修ス
ペース。

日本の最先端技術で
実際に点検研修

共同で技術者育成
拠点を立ち上げます

市民も参加できる
プログラムがあります

まずはベイリー橋の
使用実態を調査

メンテナンス技術で
橋の長寿命化を!

大学連携
未来のリーダーをつくる

特集

首都:
ルサカ

首都:
ビエンチャン

Zambia

ザンビア

Laos

ラオス
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